
中期目標期間（暫定） 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度

評価結果 評価結果 評価結果 評価結果 評価結果

１．社会的ニーズ及び厚生労働省の政策課題を踏まえた戦略的事業展
開、研究成果の普及及びその促進 S S S S S
２．外部との交流と共同研究の推進、研究基盤・研究環境の整備と研究
者の育成 A A A A A
３．コンプライアンス、倫理の保持等、無駄な支出の削減・業務効率化の
体制整備 A A A A A
４．外部有識者による評価の実施・反映、情報公開の促進 A A A B B
５．次世代ワクチンの研究開発 S S S S A
６．医薬品等の毒性等評価系構築に向けた基盤的研究 S A S S S
７．難病治療等に関する基盤的研究 A A A A S
８．難病・疾病資源研究 A A A A A
９．薬用植物 S S S S A
１０．霊長類 A S A A A
１１．基礎研究推進事業 A A S A A
１２．希少疾病用医薬品等開発振興事業 A S S A A
１３．実用化研究支援事業及び承継事業 A A A A B
１４．創薬支援 S S
１５．機動的かつ効率的な業務運営 A A A A A
１６．業務運営の効率化に伴う経費節減等 A A A A A
１７．予算、収支計画及び資金計画、短期借入額の限度額、重要な財産
を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画、剰余金の使途 B A A B A
１８．その他主務省令で定める業務運営に関する事項 A A A A A

評価結果 集計表

独立行政法人医薬基盤研究所

評価項目



数値 評価結果 Ａ委員 Ｂ委員 Ｃ委員 Ｄ委員 Ｅ委員 平均 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価

１．社会的ニーズ及び厚生労働省の政策課題を踏まえた戦略的事業展
開、研究成果の普及及びその促進 4.79 S 5 4 5 5 5 4.80 S S S S S S S Ｓ
２．外部との交流と共同研究の推進、研究基盤・研究環境の整備と研究
者の育成 4.13 A 4 3 4 4 4 3.80 A A A A A S A S
３．コンプライアンス、倫理の保持等、無駄な支出の削減・業務効率化の
体制整備 3.70 A 4 3 4 4 4 3.80 A A A A A A A A

４．外部有識者による評価の実施・反映、情報公開の促進 3.72 A 4 4 4 4 4 4.00 A A A A B A B A

５．次世代ワクチンの研究開発 4.65 S 5 5 5 5 5 5.00 S S S S S S A A

６．医薬品等の毒性等評価系構築に向けた基盤的研究 4.69 S 4 4 5 5 4 4.40 A S S S S S S S

７．難病治療等に関する基盤的研究 4.28 A 4 4 4 4 5 4.20 A A A A A S S S

８．難病・疾病資源研究 3.87 A 4 4 4 4 4 4.00 A A A A A A A A

９．薬用植物 4.72 S 5 5 5 5 5 5.00 S S S S S S A S

１０．霊長類 4.04 A 4 5 5 5 5 4.80 S S A A A A A A

１１．基礎研究推進事業 4.03 A 4 4 4 4 4 4.00 A A S S A A A A

１２．希少疾病用医薬品等開発振興事業 4.39 A 5 5 5 5 5 5.00 S S S S A S A A

１３．実用化研究支援事業及び承継事業 3.69 A 4 4 4 4 4 4.00 A A A A A A B A

１４．創薬支援 5.00 S 5 5 5 5 5 5.00 S S

１５．機動的かつ効率的な業務運営 3.70 A 4 3 4 4 4 3.80 A A A A A A A A

１６．業務運営の効率化に伴う経費節減等 3.70 A 4 4 4 3 4 3.80 A A A A A A A A
１７．予算、収支計画及び資金計画、短期借入額の限度額、重要な財産
を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画、剰余金の使途 3.48 B 4 3 4 3 4 3.60 A A A A B A A A

１８．その他主務省令で定める業務運営に関する事項 3.62 A 4 3 4 3 4 3.60 A A A A A A A A

【委員会としての評定の付け方】

①各委員の評価結果を、それぞれ点数に換算（Ｓ＝５、Ａ＝４、Ｂ＝３、Ｃ＝２、Ｄ＝１）。

②評価項目ごとの平均値を小数点以下を四捨五入して整数化し、S、A、B、C、Dに変換

中期目標期間（暫定）

評価結果 集計表

独立行政法人医薬基盤研究所

評価項目
平成25年度評価結果 24年度評価結果 23年度評価結果 22年度評価結果



（別紙７の２）

金倉委員酒井委員清水委員中村委員馬場委員 平均 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価

１．社会的ニーズ及び厚生労働省の政策課題を踏まえた戦略的事業展
開、研究成果の普及及びその促進 5 4 5 5 5 4.80 S S S S S S S Ｓ
２．外部との交流と共同研究の推進、研究基盤・研究環境の整備と研究
者の育成 4 3 4 4 4 3.80 A A A A A S A S
３．コンプライアンス、倫理の保持等、無駄な支出の削減・業務効率化の
体制整備 4 3 4 4 4 3.80 A A A A A A A A

４．外部有識者による評価の実施・反映、情報公開の促進 4 4 4 4 4 4.00 A A A A B A B A

５．次世代ワクチンの研究開発 5 5 5 5 5 5.00 S S S S S S A A

６．医薬品等の毒性等評価系構築に向けた基盤的研究 4 4 5 5 4 4.40 A S S S S S S S

７．難病治療等に関する基盤的研究 4 4 4 4 5 4.20 A A A A A S S S

８．難病・疾病資源研究 4 4 4 4 4 4.00 A A A A A A A A

９．薬用植物 5 5 5 5 5 5.00 S S S S S S A S

１０．霊長類 4 5 5 5 5 4.80 S S A A A A A A

１１．基礎研究推進事業 4 4 4 4 4 4.00 A A S S A A A A

１２．希少疾病用医薬品等開発振興事業 5 5 5 5 5 5.00 S S S S A S A A

１３．実用化研究支援事業及び承継事業 4 4 4 4 4 4.00 A A A A A A B A

１４．創薬支援 5 5 5 5 5 5.00 S S

１５．機動的かつ効率的な業務運営 4 3 4 4 4 3.80 A A A A A A A A

１６．業務運営の効率化に伴う経費節減等 4 4 4 3 4 3.80 A A A A A A A A
１７．予算、収支計画及び資金計画、短期借入額の限度額、重要な財産
を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画、剰余金の使途 4 3 4 3 4 3.60 A A A A B A A A

１８．その他主務省令で定める業務運営に関する事項 4 3 4 3 4 3.60 A A A A A A A A

【委員会としての評定の付け方】

②評価項目ごとの平均値を小数点以下を四捨五入して整数化し、S、A、B、C、Dに変換

個別項目に関する評価結果 集計表

独立行政法人医薬基盤研究所

評価項目
平成25年度評価結果 23年度評価結果 22年度評価結果24年度評価結果

①各委員の評価結果を、それぞれ点数に換算（Ｓ＝５、Ａ＝４、Ｂ＝３、Ｃ＝２、Ｄ＝１）。



（別紙７の２）

※速報値

A委員 B委員 C委員 D委員 E委員 F委員 G委員 H委員 I委員 J委員 平均 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価 評価結果 自己評価

１．生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関する研究 4 5 4 4 4 5 4 4 4 4.22 A S S S A A

２．日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄養疫学的研究 3 4 4 3 4 4 4 4 4 3.77 A A A A A A
３．「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響評価に
関する調査研究 4 5 4 4 4 5 5 4 4 4.33 A S A A A A

４．重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成するための措置 3 4 3 4 3 3 4 4 4 3.55 A A A A A A

５．論文、学会発表等の促進 4 5 5 4 5 5 5 4 4 4.55 S S A S A A

６．知的財産権の活用 3 3 3 3 3 3 3 2 3 2.88 B B B B A A

７．講演会等の開催 3 4 4 4 3 4 4 4 4 3.77 A S S S B B

８．研究実施体制等の整備に関する事項を達成するための措置 4 4 4 3 4 4 4 4 4 3.88 A A A A B B

９．健康増進法に基づく業務に関する事項を達成するための措置 3 4 4 4 4 4 4 3 4 3.77 A A A A A A

１０．社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成するための措置 3 4 3 2 3 4 4 4 3 3.33 B A B B A A
１１．国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項を達成するための
措置 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00 B B B B A A

１２．栄養情報担当者（NR）制度に関する事項を達成するための措置 3 4 3 3 3 3 4 3 4 3.33 B A A A A A

１３．情報発信の推進に関する事項を達成するための措置 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4.11 A A B B A A

１４．運営体制の改善に関する事項を達成するための措置 3 4 4 3 3 3 4 4 4 3.55 A A A A A A

１５．研究・業務組織の最適化に関する事項を達成するための措置 3 4 3 3 3 4 4 3 3 3.33 B A A A A A

１６．職員の人事の適正化に関する事項を達成するための措置 3 4 3 4 3 4 4 4 3 3.55 A A A A A A

１７．事務等の効率化・合理化に関する事項を達成するための措置 3 4 4 3 4 4 4 3 3 3.55 A A B B B B

１８．評価の充実に関する事項を達成するための措置 3 4 3 3 3 4 3 4 4 3.44 B A A A B B

１９．業務運営全体での効率化を達成するための措置 3 4 3 3 4 4 3 3 4 3.44 B A A A A A
２０．外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事項を達成するた
めの措置 4 4 3 4 3 4 4 4 4 3.77 A A A A B A

２１．経費の抑制に関する事項を達成するための措置 3 4 3 3 3 3 3 3 4 3.22 B A A A A A

２２．その他の業務運営に関する重要事項を達成するための措置 3 4 3 3 3 4 4 4 4 3.55 A A B A B B

【委員会としての評定の付け方】

（記入例）

独立行政法人○○機構

21年度評価結果

個別項目に関する評価結果 集計表

22年度評価結果

①各委員の評価結果を、それぞれ点数に換算（Ｓ＝５、Ａ＝４、Ｂ＝３、Ｃ＝２、Ｄ＝１）。

平成23年度評価結果

②評価項目ごとの平均値を小数点以下を四捨五入して整数化し、S、A、B、C、Dに変換

評価項目

総合評価部会中、委員は評価を直すことが可能。
そのため、配布時は「速報値」。

＜作成要領＞

①法人名、評価項目、自己評価、前年度・前々年度評価結果欄を入力
↓
②委員の評価結果をS=５点、A＝４点、B＝３点、C＝２点、D＝１点に換算し入
力
↓
③評価項目ごとに平均値算出（自動計算）
（「平均」欄には小数点第３位を切り捨てた数値表示）
↓
④評価項目ごとの平均値を小数点以下を四捨五入して整数化し、S、A、B、C、
Dに変換（「評価結果」欄に自動計算で表示）

欠席委員の欄は空欄

色つきのセルのみに入力

○総合評価部会の机上配布資料となる

○所管課は、個別評価部会終了後速やかに作成し評価官室へ提出すること
（総合評価部会では、本人以外の委員名が空欄となるよう加工し配布）

○総合評価部会において委員が評価を修正した場合には、それを反映させた
上で評価結果を確定とする


